
１９ 中世諸国発展・
〔イタリア〕 〔ドイツ〕 〔ポーランド〕 〔ロシア〕

〔フランス〕 ８００ カール大帝の戴冠
ヨーロッパ主要部の統一 西スラブ族の 東スラブ族のロシア人

８４３ 条約 の分裂 ポーランド人

８７０ 条約 仏独伊３国の成立 ノルマン人の建国
８６２ 王国の建国

【西フランク王国】シャルル 【中部フランク王国】 【東フランク王国】ルートヴィヒ 族の

８７５ カロリング朝の断絶 ８８２ 公国の建国

９１１ の建国 ９１１ カロリング朝の断絶 カトリック

ノルマン首長 ザクセン朝始まる に改宗

カロリング朝断絶
９６２ 神聖ローマ帝国〜１８０６

９８７ カペー朝 ９５５ 人を撃退 ９８９ に改宗

パリ伯 即位 ９６２ が戴冠 キエフ大公

独自のイタリア王は存在せず ビザンツ文化の移入

文字（ギリシア文字

諸侯勢力強く王権は弱体 封建的割拠体制 帝権は弱体 をもとに）

封建国家の特色 原因 諸侯による選挙王制

皇帝の 政策

【ハインリッヒ４世】

１０７７ の屈辱

教皇 に敗退

１１３０ 王国の建国

ノルマン人ロジェル２世

中世都市の成立 都市共和国

・ 貿易に進出

海港 ， 【フリードリッヒ１世】

【フィリップ２世】 イタリア政策の推進

第３回十字軍 ・行政改革 内陸 ， 第３回十字軍に参加

王より仏領奪回 １１６７ 北伊に 同盟

王権の強化へ
党（皇帝派 東方植民 による モンゴル人の侵入
党（教皇派 抗争 （後のプロイセンの基礎 １２４１ の戦い

１２４１ ハンザ同盟の成立

【ルイ９世】 １２４３ キプチャク＝ ハン国
第６回，７回 の遠征 東方貿易で都市の繁栄 １２５６ 時代 の建国

十字軍 〜７３ 首都

南仏へ王領を拡大 １２７１ モスクワ公国成立

１２９１ スイスの独立運動始まる （ロシア人諸侯）

【フィリップ４世】

１３０２ の召集★意義

１３０３ で教皇に勝利 イタリア＝ ルネサンス始まる
１３０９ 教皇庁を に ダンテの『神曲』

１３５６ の発布 “モンゴルのくびき”
１３２８ ヴァロア朝〜１５８９ 皇帝 による

七大 に皇帝選出権 １３８６〜
１３３９ 百年戦争★原因 朝

ハンザ同盟の全盛期★在外商館
１３５８ 盟主 全盛期

１４１５ フスの処刑

【シャルル７世】 常備軍 政治的分裂 １４１９〜３６ ボヘミアでフス戦争

１４２８ の活躍 北部 都市共和国，諸侯国

の包囲解く 中部 領 １４３８ 以後 家が，

１４５３ 英軍を撃退 南部 王国 〜１８０６ 皇帝位を独占

【シャルル８世】 フィレンツェ〕 家独裁 諸侯・都市の割拠体制 １４８０ ロシア帝国〜１９１７

中央集権達成 へ 領邦〔半独立の諸侯領〕 １４８０ 国の自立

イタリア遠征中央集権体制 １４９９ スイスが事実上の独立実現 大公

（皇帝）自称
１５１７ ルターの宗教改革始まる


